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新春におもう
祉団法人干曲会〕』｛事長　　小　　林　　運　　美

　選ばれてふたたび私は干曲会理事長刎1｝i『をけが　　できるというものです。

すこと醜りれた・どうぞよう’しく・噸いいた　昔から」澱と刊姶と騨刷II輪・糎）糠の
’層

kます・　　　　　　　　　肌などとい翻・て汽した。端としてはその
　ことしは母校にとっても，干曲会にとっても近　　通りであり・会の索質もまた不即不離のli燭係にあ

来にない重大な期に遭遇したように思えます。　　　りますが，方法としては一線を画するという態度

母校の将来については搬　　　　　　　　　　　をも。てのぞむべき筋合い
みずからが蹄え疏り・ @．．＿）　　　　　　のものと思杣ます・熱す

、うのです。ただ・私たちは　　　　　　《借〆　　　　　　　　　　　　　ひそうあって欲しいものと

振幅c）きわめて大きい社会　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　心から願っております。

駝年令層から構成勢ており・そ…らは・な　　（筆蛤ばや、．かずみ，糸、6）

かなかまとまりのある意見がでにくいことを自省

せねばなりません・い・ぽう・遡こ渦中から独立　蹴ま〕脳・｝珊酬噂にな、も。で融界・1鞭

しているが故に・あるいは数という潜在力がある　　　祈念する姿硫風刺したものと思われます。

が故にすばらしいアイディアも期待でき・支援も　　　　　　　　　　　　　　（提供，小山長雄氏）
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インドネシア蚕糸業の歴史の概要

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勝　　又　　藤　　夫

　　　Drs．　UnuSその他の人々の記録によればインドネシア　　蚕の10～40％のii‖iを収める。座繰器にて各闘繰式、し・生

　　にては既に18世紀頃から原始的養蛮業が行われていた。　　　糸は100瓦でも200瓦でキ、f中買人により賀集められ，主に

　　SumatraのAtlehやPalembang，西部JavaのGarutや　　　Makassarへ送られたc

　　Madjalengka，中部∫avaぴ）SalaやDjemberはインドネ　　　改良した養蚕が始めてJava島へ1611入されたのは3人

　　シアの養蚕業の発挿地であ｛1｝，Makassar｝諒｛1織物梁い　　　の日木人によ峯）。即も1953年5月石居liξ（現在のFl本イ

　　発祥地である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンドネシア協会願問），小山氏，内藤氏はMr．Laoh　W．

　　　翠二二次世界大戦以1〕i∫には各地てインドネシア回民によ　　　の協力の下に13andungて日オこから持参した蚕の飼論を

　　り小規模の養蚕が行われた。即ち！Garut（Tlikadlang，　　試みた。このf：L事は翌年（1954勾三）内藤氏とKosasih氏

　　WanaradjaはGarut県内の地域），　Sala，　Dlember，　　（Bandung在住者，19664F死去）の協力の下にTlisarua

．　Atleh，　Mandar，　Sihmgkal19，　Btlgis，　Makassar，　　　へ移された。叉この仕lllは1961q三にな1〕Ackub氏（Su…

　　Sambas，　Samarhlda，！Bali等は養蚕地であった。これ　　　kabmli在n三者），Machdar氏（Garutの人）により協

　　らの中著名なる養蚕（試験的の叢蚕）は日本人による次　　　力される｛1二璽り，始めて改良された郵1品稲が改良され’た

　　の様なものである。即ち，1923年～1925年碩，大谷光瑞　　　方法により飼百されたのであ～：・。

　　師がGarutで養資を試み，松本氏がSumatraのTlur一　　　インドネシア民制人獲蚕協会が寂1成され第1回総会が

　　up　Benkuluで試み（これは後に片倉の小山氏により引　　　BandUngで開かれたのが1961年であり，その第2回総久

　　続かれた）。根本氏がSalaのWonogiriで遊蚕を試みて　　1←1962年Makassarで，符3回総会は1964年Bogorて，

　　織物を作りJOgjakarta市て一般人に展示した。他方1932　　U4回総会；：t1966年9月Jogjakartaで開1｝｝iされた。

　　年頃宮地寛道氏がSulawesiのMenadoで義蚕を試みナ㌍　　　　叉このぼiより科弓1‘；による五ξ糸研究が始められたc即

　　これらの試験は何れも成功しブこが周囲の1］惜（主に政策　　　ちBogor農科大学，　BandungのPadjadlaran大学のTe・

　　的事情）で中止されてしまった。　　　　　　　　　　　　　chnological　illstitute，JoglakartaのGadlah　Mada大

　　　因に桑は早くからオランダ人によリジヤムの原料とし　　学林学部，北Sumatra大｝ξ等で研究が始められたc

　　て果実を収穫するために移入され，インドネシア各地に　　　前の林業省のSeudjarwo大臣（現在左林‘1林野庁長官

　　繁茂しておった◎桑の種類は大部分」磁o，’μ・？砲抱であ　　一政府組織の改ll三により林莱省は農林］Sに含まれて林野

　　った。　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　、　庁となる）が一般蚕糸行政を司るがその顧問としてSu．

　　　PenlutranとかMadlalengkaと呼ぶ地方名は何れも　　kabuπ1iのAckub氏と，JoglakartaのGadlah　Mada大

　　その地方の住民が古くから養蚕を行ったのでSutra（SL　　学林学部長SlldarWOIlo博士力1臼…命された。

・　1kのインドネシア語）に因んで付けられた地名である・　　　又復員軍人省では後述のTjiawiの製糸工場，絹織物コニ

　　　第二次世界大戦中，日本軍に占領きれる様になってか　　場，染色仕上工場とそれに附属の桑園約1，000ヘクター

　　らは上記の政策的事情は全く変った。即ち日本の軍政府　　ルを持ちBogorとSukabumiを中心として蚕糸業の開発・

　　は西部Javaの2地区（Su！nedangのTlimalaka及る　　　を試み，他方，民聞工業省で｝まBandungの繊維試験場を

　　GarutのWanaradja）でインドネシア青年に養蚕を蓑　　中心にしてLembang蚕種鵡4濁を持ち・蚕種の改良か

　　えた。この時に飼育されたのは普通の家蚕とエリ蚕の2　　ら絹織物の改良に向っている。

　　種であった。、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　養蚕開発は以上の如くであるが，前述のAckub氏は

　　　日本軍が敗れてからは，インドネシア全国民の努力は　　蚕の絹糸腺或は絹糸から外科医の手術糸を作り目下病院

　　オランダ植民政府からの独立をかち取ることに向けられ　　へ供給している。

　　た。従って蚕糸業勃興の気蓮もおとろえた。　　　　　　　　　1963年復員軍人省大臣Sambas少将は養蟹の開発，製

　　　因にその後現在迄のインドネシアの蓑蚕家は極めて小　　　糸，織物工場建設を決意し，Bogor市のTliawiに日本商

　　規模で原始的のものであった。即ち各戸の養蚕家は家の　　社江商株式会社の手を経て，後述の規模の工場の建設に

　　周囲に僅かの桑園（1～2アール程度）を持ち，1回の　　着手した。その後Sambas少将はルーマ三ア大使に転じ

　　蚕卵掃立量は3000粒～5000粒で（即ち10蛾～15蛾分の卵　　後任の復員軍人大臣sarbini中将はその仕事を継承し，

　　）あり，蚕品種の改良も行われず1戸の農家の繭には，　　1966年8月に完成せしめた。

　　白色繭，黄色繭，緑色繭を混ずるを常とし収繭旦も掃立　　　　1965年7月末日本のColombo計画技術苗として勝叉
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　　藤夫が桑栽培・遜rl種改良，食1］育法の改良の為インドネ　　　トンと計算される。

　　シアに派遺された。彼の赴任によりインドネシフ蚕糸業

　　は始めて科靹酬ホ泉剃むことにな。た．即硫1泊　Tj｜awlの製紬物瑚

　　ケ41・の酬・・1・・1（設‖　iの1縣で麟矧1ラ〉…。・のT」i一　組∬W伐によ噛没されブ、T」i。wi。、細：、蹴齢

　　awiに紺Eした）に郷‘1の・剛櫛三，1［巴料・）欄自il：のlll・功5（師膿600緒），柵1剛工場（11醐酬‖墜100台），

　　算・士1生改良に緑肥及び石灰施用の必要，燐酉鰍び加rll　　染色仕上げ工U｝と述続していキ1｝。

　　肥料の必要性・桑の種ま肋螂熾に優斯nの避脇桑の　繰紅場のlll職び所獅酬liζ事

　　痂漏の2～3稲類の岨¢を調宿臆　醐し，働では　ω1働繰綿R（プリンス「働繰糸機）．600緒

　　卯吻蚕品種を己娘してll木手∬と・・1傾雑撤伯），　　600緒の繰酬に］　…1・け｝（，胸臓（娼r［…光式），　ln

　　茶瀞鯛娘に1ほ；糺き進歩剖鱒し・微1好病の防　　醐態（刊浪），聯鞭耽・ll：」、1徽び醐拠ユ鞭
　　除を完成し（現地種には約40％の病気のfぴ峨があった）　　　　　を設ぴ（する、、

　飼ネ・・去゜）改剖・に↑ll獄聴畑・改良・　｝1｝1　1の醐捌iべ　（2）～k弄・・1捌1］；㈱¢げ1側i；（1・禰16：（年1微：ω

　　た。　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生糸1膚湖剛1：1繭1服：（《1三繭）

　　　この］1較緬剛造上重：大な問胆別迅たパ1］ぼ鮒　　 川8酬1咽ロの」給　55トン　3（｝51ヴ

　地方では改良された日本2化蚕σ）1代雑随の飼］1『ヵ1蒸1鄭．　　　　1112何述転の場合　　　1ユ0トン　　7301、ン

　　な為，現地の多化蚕と日木2化蚕の川の1代雑碩を作～：，　　（3）所要桑園而積

　　のであるが・インドネシア多fヒ蚕と日本2倣の酬r踊　　］へ〃叫馴の年1椰瓢：いンとし，繭吻
　　の化性が母親遺伝を示さないで，インドネシア多化蚕母　　　　生産に要する桑葉：1｛：を20た9とすオLば365トンの原料

　休の卵は休眠卵となり，浸酸処理を施す必嬰がある。即　　　　洞を生慌するにはW閑1，460ヘクタールをハ《する。

　　九従来の鯨科学の轍え翻了と一致しないのであ。た。　㈲所要翻・撫

　後で詳しく膝して1リ1・り｝こしたが・・インIWシフ’多化、、ミ　　交獅i　1蛾分ぴ・lrllで400丁［・）1徽‘蹴すξ1、と職す

　　と日木2化蚕との交雑種は母親遺伝現象を示さないが，　　　　れば365トンの繭を作～1，にはg12，500蛾o）寅卵を要：す

　明瞭なメンデル遺伝をする。　　この間題は1代4～ll稲製　　　　る。叉1蛾の卵で300兀の‖龍を生1）「…するとすれば1，2

　造に直接閤係することで実用上極めて大切な現象であり　　　　元6，700蛾の蚕卵を要する。

．　技術者の立場上非常に苦しい期川1がホ，った。

　　卿・触の2舛1　1の脚｛・よ。てイ・1・ネシフ獺　▲°g」aka「ta・撫lang及びMak・ss・・に鰍

業は一応科鞠繍が1・1］来る所まで進汎た吻緬・　され醐紅場の繊

　と・・る・剛であり，肥繊タヅの欠乏縄だしいこと，ス　この3ケ所礎設され側紅場｝、tP・i。ce｝．聯繰

　　コールによ源園土壊のEm・i。・の防山緑肥の栽榊詐　機で各80緒醐模である．勿il命1鋤繰織剛I　I］蜘乾

　に根離の接穫操の融害の対策・酬1種の改工賊は　　1鵬煮臓，酬靴上徽び1順処酬を併設する。
改艮進歩した技術の普及苦今後の問題は多い。

∫ava島の桑園面積

　1966年9月Joglakartaで開かれたインドネシア民間

人養蚕協会の報告によればJa▽a勘の桑園面積は次の如

くである。

　　西郭ジヤワ　　　1，592ヘクタール

　　「1：1｝部ジヤワ　　　　1，965　〃

　　ヂョクヂャ特別区一2，000　〃

　　京部ジャワ　　　　　300　〃

（註一統計が時により異るJogjakartaのGunung　Kid111

には桑園予定地4，000ヘクタールあり，相当而毯が植付

けられている）

　もし上記の面積の半分が仮に植付けられたとしても大

体3，000haの桑園が現在あり，1ha当り5トンの桑葉を

生産するとしても全収葉量は15，000トンで収繭量は750

　■

洋風あんみつ　宝石箱の店

パフ。K◎DA酬A
上田ショッピングセンター

　　　TEL（2）4425

都会的なデラックスムpド　　暖房完備

麻雀クラブ牡　　丹

1人1時間40円
上田市横町（東横劇場前）
　　　T　E　L　（2）　8　0　5　0



（4）．λ倫．17r　千曲会報　昭秘4年1月1日

小湊潔博士（糸4回）　　　　　昭和42年度上醐繍端興鋤成’成果報告

　　　　　　勲三等瑞宝章受賞さる　　　　　　高分子溶液の機械的変性に即3㎏る研究

小湊灘士（糸4回・理研工’業株式会社取締役祉長）　　　　　　山縮日男

は，永年の「アリウム腐植物の研究」により，今年11月　　　絹糸の形成過鴉は，絹フィプロイン水潴液がミずり応

勲三響瑞宝章を受賞の栄に浴されました。博：ヒ永年のこ　　カミあるいは仲張により急激｝こ擬醐恭ill品化する｝｜t純賑力

研究の成果が認められましたことで同博士のお・びはも　　学過稚で，すなわち機械的作用1こよξ：畷ビ1質の雰セli（機

とよりですが，岡窓会からこの様な立派な方が出られた　　械的変性）である。

ことは同窓会として4極めて嘉ばしく且っ名誉なことで　　　令成高分子であるポリビニルァ八1一ル（PVA）の

あり，広く会員の皆様にお知らせすると共に，心からお　，水溶液にミずり応力ミを加えると絹フィプμfぴ水溶液

祝いを叩し上げ・今後益々ご活躍をご期待して止みませ　　と同様に纐1｛i状凝1鼎物が析川するこ抄じ知…・たので，1幾

ん⑪　　　　’　　　　　　　　　　（竹田寛記）　　械1ド」変性の機構を1り川）かにしようとし℃立休川則性ρ）猟

　同博士は一一πii，絵も極めてお上手で，かくれた才能を　　　オにる稲々のPVAを用い研究癒押し進めた、，

お持ちで，研究で出張の際は必ず瑚中でスケッチした提　　　まず，PVAの水溶液1］1での治解］k態（ノ瑞ii度IWI｝1σ）、1か

書を下さいます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら，機械的変性の挙動を研究寸るの｛．二，ポリマ　濫度が

　その1枚をご紹介いたします。　　　　　　　　　　　　数％から10数％が適Ilではないンう・との結，耐ご得プ：・、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hercules　High　Shear　Viscomet白s㌫1．’川い，　〉ず｛｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N　蹴した糊↓，三フ司ヒ酬ビ・，・か嚇導さオ、たpv

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　A（VTFA－PVA）の析出：日：が・・番多く，機械的変

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　性の研究に一・番適合した試料であることが結諭づけら＞1し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。水に対する溶解温度，水溶液ゲルの融解熱を測膓i三し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たところやはりVTFA…PVAが一一折高く，まプ1：，、1
江野村一雄氏（紡7卒）　　　　螺とのi絶疏からも6。。砕付；胸》胱脚．澗、）、

　　　　　　　　　黄綬褒章を受賞　　　・た・これは・灘1：がPVA分和立㈱測：1澗こシン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジオタクチック部分のsequence　1飢gthの分布状態が機

　杜団法人山陽技術振興会副会長江野村一一雄氏は　　械的変性に大いに611係するとの考えに到った・

多年科学技術振興団体にあって常によく科学技術　PVAは・その水溶llそにミずり醐・を加滑1・ことに

普及奨鵬努め，その発脚ご尽力した功績により　より蹴州さオL・その酬物の端翌1酬錨湶肪
11月21Fl科学技術庁から黄綬褒章を受賞された。　　こo）分別は’特竺シンジオタクチツクBl；分のsequence

量‡罐贈繁罐欝ごζ㌻糖懸1灘蕊二㌶
後ますますご自愛の上ご発展ご活躍のほどお桐　が肌進められている。

します・　　　　　　　　　　駆の研究の最細〔1勺の一。・としては，合∫縞柄・で
　江野村さんは又本会理事で山陽支会長として・　　機械的変性の機構を利用して蚕のごとく紡糸（機械旧£

そして岡山・広島・山口3県の会員各位の良い相　　性紡糸と名付ける）することにある。まだ，紡糸を行な

談相手であります。　　　　　　　　（編集部）　　うまでのほんの一部の基礎ソミ験に入ったばかりてあるの
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で・今後一層鍍験を押し進め，紡糸に新しい］ページを　　　のかも知れない。

印すよう夢見ながら研究を続けている。　　　　　　　　　稲m先生は私がて｜i学中，上田茶糸期1∫：校で殉↓眠政策

　これらの研究は澗分靴学1日際シンポジ・・一ム（東　江・1縦られた恩師である．北海i蹄国大判1身のf賠士

京つ・・都・1966）｝！筋び｝こnl際レオ・ジ・舗胎（〔‘部　で，男敵あるこ～、のほ棚・」・〈存じ」，｝，〕・加烈今n

・1968）で発表したb3iた，筒分了・化学；24，577，71］，　　に苧ったカ1：，今，はからず可新ll‖報道によって先生の計

715（1967），25，55，6“，552，577，n82，634（1968）　　　≒1ごきき感慨深く，誰しんで哀伸の意を表したいと思うn

に記戦されておりま’ヨ婿。　　　　　　　　　　　　　　　　先生ぱ，当1嗣1：常勤講nlliとして校長針瓜長太郎先ξkン1バ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・昭1陪され7二・ものの、〕：うで，東京ガば出引ミL．てf£中的に講

昭和42年度上田繊維科学振輿会助成・成果報告　　　　　　　　：｝‘（：宏されたn∬1t験はなく，論欧，レ：ドートの提川小な｝η・

家翻臓嚇胚子聯‖構に附Z酬；；；；隠i評舗い！い‘醐肌蹴い

　　　　　　　　　　　　　　　　武　井　隆　三　　　　しか川禰i肖（し‘1：うL・のにして州爽たる風楮け鶉こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・！：｛噛㍑族的でIF、って，その焔1友けし．た講碗n／，開膝↓り’；に

胚子がその鮪細瀦…にf了糖ために臨鋤呼1蝋　の11砕斗御∬膿れ川，細酬受と融鵬触，
訪臨それと州肘箸・靴的　ン酸価じにと練うn・1・　その［r杜川では鵬こよ刈縢ないド倒1輌に抽，，

ネルギーイ噺が剰ミされること醐幻’・れ～1・・そこで醇　珀一川。し・のゴシ。澗翻オ・ぷど，その棉…・ず、

化的リン酸化蹴舶’1地っながり舳㍑A’1’Pアーゼ　惜だ印・‘《的であって靴川、のであ斗，，、

の1稚を陥・ると即・9・る・・一・DNPやATP｝icど宕：・川　η、帆1嫌でどういうこ、1鶴回W，か，今姻・でに

いて実験緬な・た・　　　　　　　　；舗皇ミ㌶ぽし，）1恥のノ叶嬬く　醗で奥、たの
聡として脈のNPの伽1嬬瀞伯は距し，　で，思い胴ツノ1釦・褒｛〔いが，陶醐永し・翻踊掴・

このフk滞泣5×10…4Mσ）ATP勧llえ7品例：B区と　～1、一・つ・）1・峻抑｝たこ～、は　働・1はうで1【・、＞1、n

し・さらにB区に10－4Mのリン再2マグ⇔以（MgpO　不　1、｝・い轍lllに迎1ば川か・｝溺肺・、Pl縮ご川，

4）を加えたものをC区とし，それぞれの溶液の0．↓〕5～　　　い，り纈’たる思師のll民り‘～’㍉’・か／Cらλ’ことを祈りたいの

0．1初2を化踊2日ド1の雌に田三射し7こ凸そして羽化した、｛，　　である，，

のに1卜系統の雄絞肌’ぷ肌た加の　順｝こ・・い　翻：噺の・1川欄；に川くの、1：う編醗があξ、、、

て休眠，非休眠などを調査した。

その線・・－DNP＋ATP－！・M・P・・区｝こ琳‖民　　∫、nrl1灘1り131．：1・．19・」1、端・」U、魂，戊、．～Ill

卿順がもっと移くヨ肋｝い・・いで・－DNF卜AT　　　、蝉戊撚院襯，スキ吋i棚餓，旧ll
P区・α一DNP区と勧対’1！1｛区で｝緋休1｜f柳W（区の出　　　御澱巻5－－6…27｝紐　ll（，129－6987）

形］を口｛めなカ、つたo

－…一
@　一一一一一　　一一一一・一一一一一一一一…一一一一一…　　・．，、＿．、一＿＿＿　　　　　　　　（いでの業さオ’｝・’蚕23・京都府民生労働1部勤’｝劣）

稲田昌植先生の計をきく　　　　　故佐藤良太郎君を追悼す

仕｛　野　正　雄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 絹　　村　　　貢

　　　稲田昌値氏（まさたね＝元頁族院議員）　　　　　　　佐藤τ『は10月15Fl忽然として逝去され．771・の人生の

　　　28日午椥塒5分・心不企で東京覗m谷　　］・続閉ざされた．油に愁傷の詞で～翻．同君は．京噺’」

　　　「映病院で死去・79才・兵庫1〒出身・酷　　　に畑》嬬！漂れたとは思えなし・パ汝刷畷により失｝）

　　　は東京都1止田谷区弦巻町5－－15－－3，葬儀　　　　　　れ，愛蛙は戦後釆折されて，咽i一人の長乃のみとなり，

　　　のr服りは朱定・蛭畷男植樹氏・瑚　　　然蝦男の職業の開係上刷細腺ず，独腿州森川rに

　　　品全n本スキー〕蜘の初代会長・　　　　住肌て蹴。本4題｛こ例によ妬松会端藤氏｛三に川

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　催し，…三重の白沢田＞7『を’1召待し，て1煩る元蒙Rに飲み工L・’，川、
　　
　これは昭和43年11月29日付京都新閃の記事である。稲　　　笑し・歓を尽した．散会に際して今秋会合する時には，蒲

m先生などと申しても，おぼえている人は非常に少ない　　　生，介沢両氏をす召待致そうと一・同合意した．其の時など・

のではないかと思う。思い幽してもらうのも困難である　　は元：気灘刺，同席せる・者佐藤、問∂：い・）も元気だな一番長
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　　　寿するだろうと，異「1同〒狐靖継えプ：『n！であった。企く　　戦：1｝国餓会社とし℃日：村ζ糸統制nlilt斜1：の創立に際／・

　　　佐藤剰の今日迄病気したと：†うことを知らズ丈い．斯∬に　　jlこの招§1【1に応じて・前職’：：辞し℃就職し・⑨冷子ll烈1ぴし

　　　強壮であった，佐願Vが9月瓢猫礼，欄敗イ〕三む艮　てその判宛端われて緬たが’刷胴’和会枷・0雛

　　　男に伴われて，自動軍を以て．ヒ京し大学病院に剛己せら　命令によって1糊泣C刷撚退職瓢りパ珊「隔i叩珊

　　　れた．木人は巳れは1ケ月も経て｝1｝1企快して帰って来＞1，　　戸れ現在に茶めた・51田党に在つてけ：・公ri勺ソノmi川1：習｝ど

　　　から，入院したということ駈誰にも知らせる方Cと，長男　　就かず，専ら負駕々自適の生活烏1［胞ごlI「1二1㌍’ノ：が，1詩川）

　　　に言渡した由，従って；1『・セ僚友は殆どの者がそれを知る　　なくτ∠、典戊∫而の研究に氾li［〔され仏，川ぴ冷；販粋L塘のll｛

　　　よしもなかった．然し私は10月1711大箸ilぴ平君括逝して　　lt大学ノートで放十」｜1｝の㌻1苫に牧び，1：当））ノ川llCl噺服ll、

　　　始めて知ったと言う次第である。　　　　　　　　　　　　1け：努めて購人し四5猟廿られた様で，｛］1’Iiの仏竹河じン’㌃

　　　　n常弓鰍なイ纐禰の1二とであ～：，加’，不n〕n院目1来る　・・湿：児1・れる．1脚附；i㍑『訪問い：・！∫・㍑購〕、締・｜「

　　　位に思って居た処，］8nにfiり大等1『よりの音信が列茄　　　たこと：も墜々あハ7｛ll；で，　li内骨戊に於℃読r｛；・1】ぷ｝れ2㍉

　　　し・たので，鮒ると佐藤君は亮る151：1夜瓶虫され，葬儀ぱ　　　宅僧7ド谷Zllj仙氏イ武のll、；‘1上佐屑・iさんガ：，時㍗1遊され㍗、

　　　17目鶴見の総持守に於て’1）～ポれるとの1［1遊であっ71二．吃　　　も度．々教門’（｝川：貰さ2t，たことも，じい・ぱこ，　ll：！1心ノ｝ニイ‘、だっ

　　　驚仰天し暫し氾然「『失の状態であった．渦亮のこ♪二惜が　　　たと称楊されておr・た。間鴛i？01畷恕fl庁に対’1　’］⑭仏

　　　雲燗過眼するのみ。只々ぺ悼の：■江尺し，案内と供に只　　　｝力敗示のぴ寸怜阿覧し，；i∫1席」：りψ：1：心’ず1で抑∫iコ㌦れ

　　　管御冥福を祈行のみであっ71二。　　　　　　　　　　　　　　こと」、相旨あるFl；に郁1きUん℃いる‘、

　　　　次で同月19日午nl∫中ノこ領1『よりの音信詐受けた．それ　　　　7｝々祈i公倉の公企〔川り合に於㍗・｛・、川：㌧継い叩仏i’：’か‘i（］

　　　には本月20日午前］1晴森町西光奔に方さて納骨式並に告別　　　述され・その六’）ケ敬群句に目・パllll川川1，w始ぴ・：、

　　　武花憎叢れるとの↑1研6三長男政良氏」こり受けた，京‡ては　　　たll㍉『う‡：1ミ｝戸に次鳩であバご，、1：に角仏艶研r霜牒｛、1’熟心で

　　　私（大箸）は不∫松会粒代表して1老紮列するが，1！t公の御都　　　木人の性格上からは｝1；肪，考五られぬこAもゾcい鷲け職

　　　合は如何との御尋ねに対L。矛5も是非癒コ列十るとの返信を　　　い。

　　　急報したn　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同人は干めド1分のηじ竹≒：生前に｝据1杜P」れであハたぷ

　　　　当日の式には同僚大箸氏，況藤∫「1己央遮と私4人が参　　　で・その守霰ノil記職枝IUI，ゾ．ものであるn　fド馴：院廓然

‘　　　i列した（戸倉君｝よ婚λ【」1臨席の為，堀ポ：得一7Wよ輸『1）の為　　　良憤居士」

　　　入院加療中で欠席）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤君は一般からけ非常に品苗㍑人と捻じ札れでいた

　　　　式には長男政良氏夫諏外，近親者級，多数参列し，西　　　又川実左様でもあ07二が・然し…栢日ll当細心ζハ注㍍≒汁人

　　　光寺住職，客僧随松寺fil三職水谷η狗lli導師に依り厳かに輯　　　い事を処理したことも見逃がせたいと私ぱ，思・℃いる。

　　　霞れ，正午納骨武を終了した。式後追悼会が催された．　　　叉木性は極めて貫而F｛であって，加うξ，に仁fりξ的の気分

　　　其の席上故人のll肖好で肉から提亡れた梅酒（1ヶ年分約　　　を持ち道義｛こ訓わぬ行為とか，牙II児と息1｝「れ；：）ことに対

　　　402位造られた山）カご一同に対・し披路肴兼ね，すすめら　　　しては・徹廊肖勺にこれを川11沽陥ん・とする気分け，人一1：1；

　　　れた．私は其の梅酒を飲むに当り，曾ては石松会員に対　　　強く，又半面開溜；一もしくは川窮せる川対1㌃ζけ鍵飛

　　　し故人が｝II慢気に出されたもので，僚友一同これを称え　　　と思｝｝）れる程度迄，これを援助すゐと一「㍉う人間峠悪：な而

　　　て，愉快に飲み」］．っ長瀞を祈り談笑して別れた，其の残　　　も強くあった。11B味と言う特別のものIJ余り無か，、たが

　　　酒がクjlll間の内に皮肉にも今は幽明境を異にし，この式　　　左利きの方は相艮1なもので，最近に於ても酒」1・の程度lt

　　　場で飲むに璽ったとは誠に感慨無量であり，加何に人生　　　かなり多く，然も長時開嗜みつつ愉快に飲むと言’弓〕1！！で

　　　の停きかをつくづくかこも，真に沈痛の情堪え難きもの　　　套食の際の如きは，談論凧発止まる処を知らず，話題け

　　　があ・った。席上聴く処によると佐藤君はf｝‘年身休の精密　　　尽くる処なしと言う凧で，呵々大笑し愉快な場面を醸成

　　　検査を受けて，友心していた様だが，東大病院で解剖の　　　する快男r型でもあって・時には深〕Eに迄ヌ乏び飽くこと

　　　結果肝臓ガンであって，県！nに3ケ年前後に発生したもの　　を知らなかった．大いに飲んだ翌日は，・「i叱担きして渇亙

　　　であると，発表されたとのことで〔｛｝るが，本人はガンで　　　腐で叉飲み始めると言う，極めて呑気な半面もあった。

　　　あったことを知るや轍らずや，1ケ月も経過せぬ間に急　1　役人生活時代に在っても，上司にも下僚にも好感を冑

　　　激に生命を絶たれると言’うことは，実に恐ろしき悪症で　　　たれ，一’般有力者方而1にもづト燃されるこ・｝二も少なく好感

　　　あることカ㍉今班ながら感ずると共に，簡単に発口，川来　　　を梼たれ，・各lilぽ1三任中は種々の逸話｛，あるが舷には目略

　　　て治癒する様医学の進歩を願う次第である。　　　　　　　　し，以上追悼を記し謹みて享ミ悼の澄肴表わし，御1興編　’

　　　　佐藤君は大正4年f竪校を卒業し爾来主として県行政方　　御祈りし欄繁する。　　　　　　　（43年10月25日稿）

　　　面に活躍せられ，幾多の功績を残され，昭和17年頭初，　　　　長男佐藤政葺〔氏「住戸∬　横浜市7Ψ添ハ1区子’安通3の394
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運麟ぎ㌶i鰹…・月には完成のはこびに⌒・の1888上9村捗1
．．　．．．．．古＿．∴㌔．叩．．．＿＿．．省の予算化を通過し，12月基礎工事，　．

スキー大会◆講習会　　　大となるだろう。　　　　が始められた．．とし中には灘工事

　繊維学部スキー同好会と教職員組合　　　　　　　　　　　　　　　　　　が終わり，来年度にはめでたく竣工の
難のスキ考室も今年で第8回を数　柳沢延房先生退官記念醜呈式　予定。

え，1月13日から3日間菅平スキー場　　今春当学部を停年退官された柳沢延
で開かれる．最終15ぽは技能検定の房先生に対する退官言己舗募金の結果　　菅平ダム竣工

・ミッジテストが行なわれる。続く16日　同窓ならびに各方面からの多大のこ賛　　土合から菅平に向う途中の大洞地籍

から4日間・学生のためのスキー講習同をえて，去る11月1日に当学部第1　に多目的ダムが着工されていたが・こ

会も菅平で開かれ，2月に入れば職員会議室で実行委員の皆様参列のもとに　のほどようやく完成，湛水が始められ

一学生対抗のスキー大会，学部対抗ス　記念品贈呈式が挙行された。　　　　　た。自然の中に人工の美が加味されて

キー大会などが開かれるほか，スケー　　一志委員長の経過報告，白樫学部長　これからは観光の意義も深くなるだろ

ト講習会も各地で開催される。　　　挨拶についで，万場拍手のうちに記念　う。これで上田付近のかんがい用水と

　　　　　　　　　　　　　　　　　品の贈呈が行なわれ，引つづき柳沢先上水道は当分の間心配がなくなった。
鞘人事（43年12月1醗令）　生より関係各位に対してくれぐれもよ

鶏栄＿搬に昇任（繊農）ろしくと；‖1辞語り終始なごやか嬬　　菅平への有料道路着工

　　　　　　　　　　　　　　　　　囲気のうちに贈呈式を終了した。　　　　滋野付近から菅平高原に入る観光道

◆　　’　”　”㌔”山…’’”…‥°：蚕室は農場の東側に南面し，面積約120

山・に雪が積もりいよ・・よ・キー坪，平醗てで，部屋数は5室，近代　上田橋の綱いよいよ着エ

スケートのシーズンとなった。学内で　的な設備を具える。これによって，当　　古さと交通禍で有名な上田橋もいよ

も例年のようにいろいろの行事が計画学部で開発した省力養蚕の機械（田中　いよ新設されることになった。新橋は

されている。　　　　　　　　　　　茂光教官）の研究がいちだんと活発に現在位置より上流2伽のところにかけ

　　　　　　　　　　　　　　　　　なり，養蚕業界に貢献するところが多られる予定で，さいきん橋ゲタの工事

学科30名，繊維工学科50名，繊維工業

1時間半かかったのに，20

分間短縮されて菅平にいく

化学科45名・繊繊械学科5°名・灘じ一…一一一…一一一一一“…一゜一一・一一一一当
化学工学科40名で，試験場は繍窪学部（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら

靹道路の舗難備　　　｝袖会酪簿が発行。なりました。　　　　　　｛

は3月まで｝・罐完了の予定・・れに1入。な、、方随接本会。鰭等で、。。円送金お求め下さ、、。　　1

：；㌶麟《煕麟｛昭，，44年、月、，　　　　i
内はいちだんと美化される・ @i　　社醐千蝿、、音匠　　1
機械化養蚕室新営　　1　　　　名簿発行委賑松沢秀二｛
かねてから申請中の上記簸室随音丸＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿、＿）

法阪大学縫部の2ヶ所で徹う．｛　　千曲会員名簿発行　　 1
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議事録署名員には荒木言嵩提の指i制1二」こりrい1尺賢・潴沢靖

　　第29回干曲会定期総会記事　　　　夫・小林勝の各氏が決定した・膿剖頼につし’℃繍1担

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当理事から詳系Illに行なわれ誠h二人った。

　第29回定期総会は恒例の11月23日勤労感謝の日午前10　　　昭矛II42年度歳入歳閏決郷についてヨニパ幾雄］ll∬’‘blから説

時から母校第1会議室で開かれた。仕1席者は26支会から　　　明があり，1111崎寿監事から監査報告があ・：〕たΦ

代議員，役員合計83名，委任状は28名であった。　　　　　　　兵庫支会娼本賢次氏，今回発行の会n刊符のi‘己布：ノン法

　総会次第　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 についてと，名簿発行｝こついてと…，7こ広引〉力買φ：被し．た苗∫

1・開会のことば　関博頬…事　　　　　．　があったので今後蹴情］1泌件に・’・いレc｛礁短珊織至：

2．　鯉事長挨拶　　　小林運美斑回r長　　　　　　　　　　　　とってやりて欲しい希艶軍項があハ憤㍍、

3．名誉会長挨拶　　白樫侃繊維学部長　　　　　　　　　　松沢ヨヨ！事，C員名簿は叉部で希当1！≒川：り寸：」：め・ζ川込

4．　議長選出　　　　荒木喬議長　　　　　　　．　　　　　んでキ、らいたい。

　　　　　　　　　　宮下久吉馴識長　　　　　　　　　　　　上小支会蒲生俊興氏・宮坊t支☆川木ソ方撤R氏，干i’i川安

5・　報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会野ロ新太郎氏斜｛から厚タ1三部活勒賢虚μ）設膓1三に吟い℃詳

　ω一般会務報告関’博夫〕潤1：（2）厚生部報餌［旧亮平　しい説明治1④られると同時周及い加当い・ご榊が1｛・、

　副理事長　（3）動静部報告　松沢秀二珊事　（4）会報部1粒　　　った。なおこれについては「n日川、陶lll下記のii弘川がil：、

　告　小LLI長雄理事　㈲利用部報告　石川博理事　（6）母　　　っゾ：二。基本造成金の出所につい・Cはお日の拠1胞芹伸㍑］：

　校火災復興資金報告（1）で一括報告　（7）財団法人上田繊　　　る母校火災復興賢金の収支労引舗は3，’総7，469円でま、り，

　維科学振興会報告　北条肝正理事　　　　　　　　　　　母校の中入れに」二る枝内道『別；備㍑寄ト1する額；煽，977，

6．　識事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　725円，この莞引残額1，5（19，？44「「1☆当釦ピる、、1二れに特別

　（1）昭和42年度歳入歳l！｝1決》1i：にっいて（本部提案）　　　　活動資金の43年度兼残額224，341円効n瓦，これド，」：り

　（2）定款変吏による昭和43年度歳入歳1・｝1決算について　　　生ず芹，利干金121，308円を10：生部活i611，枯詰すそ110三D・仁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（木部提案）　　　使途とし．ては中高年搭の再頼1職斡力お『」よび1也位按宝向上

㈲融部瀬峡金の設定につし・て（本部提案）　　・等会員叫｛捌陵鍵を考えている，卍ゾ：刊ll創珊¢渚

　（4）昭和44年度歳入歳出予算について（本部提案）　　　　各位に対し使途変更の諒承をどのようにしてコミめ，報告

（嚇鋤会員の推挙について（本部提案）　　　　するかの方法につb・て種川靱があ．、、デ・：が，組粁曲ζ、

（6）舗ゆ表彰について（本音1｛提案）　　　　　　報を通じて行なうこ烈二WEした．

（7）役員の改選について（本部提案）　　　　　続いて昭秘4年麟莞入歳出・閲：につい烈↓恥襟報

　⑧企支会を地方ブロック別に編成し，本部理事全員を　　告があり承認された。

　　微別にこの地加・・ク別｛こ・その繊指蹴　 醐鍋噺窪獅ついて川糊　・腕測鵠…い・：
　　あたらせる（山陽支会提案）　　　　　　　　　　　の諸氏が挙げられた。

（9）定蹴絵開欄∫後の酬で，全殴会長会縦開llh　蛾修・竹田邦彦，近m馴6の紙U壮搬）？紺
　　する（山陽支会提案）　　　　　　　　　　　　　　大正治，宮下蹴森，小岩井公明の各氏（』’戊上市務官）

倣会瓦支酬識員の選挙および本部醒濫事の　鍋媒株ついては欲の靹で繍。醐虎i榔
　　騨の駐化について（山陵会提案）　　　（近綻会）淋会醐，京滋燃麟1鉾にヨ、軸∫、1

（11）舗費輔500円を800円｛ζ引上げる　　　　力された蹴に』・り，脂嫡・舐（醐1・r葉歎）淋

　　　　　　　　　　　　　　　　　仙陽支会提案）　　会評議員，茨城支会民等を長イド歴任された功績に1：りま

　⑫その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　た山本友之丞氏（宮城支会）が，本会舗組，宮城支☆

7・その他　　　　　　　　　殿して・鉾活躍された功搬より刊臨1、減聡
畷紬育の己購についての鰍　　　　　才・た・また上田灘科学振騨］会峨彰臨製繍輸ド1

（2）支会醐幸階酬留学，襯≒幸階　　　　動化に鍬願継した，蕊賦SH畑・働繰婁呈織の
8．閉会のことば　母袋副理事長　　　　　　　　　　　　発明者山田斧一氏に与えられた。

　総会終了後，∠F後6時より香吉軒にて懇親会がおこな　　　　役員の改選については，閤理事の説明に続き，岩本賢

われた・　　　　　　　　　　　紙他1銘の齢瓢が1巽ばれ，男狸で｛輔　、ナ滋の1部
　総会討議概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　次の諸氏が選幽された。

　議長選出は事務局一任の動議により議長に東京支会荒　　　　理事（30名）

木徽を，臓畏には燃支舘下久舐が馴された・小継美品袋蹄工門・北繍1玉三汕・綱㍉江剛鋸1・



昭緬4年1月1日　　　千　　曲　　会　　報　　　　鵡．］71伽

カ；藤秀撚瓢」E己欄正馴醐寸棚禰～5　　　歳　　幽

耕千治，了・・洞』井沢力詔剋細測蜘，石叉＿＿・障L

川博・小林爾…，［瑚博夫，土歴幾雄，小山長雄，篠原昭　1・会　　議　　費

田rll茂光，松沢秀二，竹「日寛，白井要範　　　　　　　（1）代議員旅饗～

蹴（5名耕沢京三，情島二郎，白汎・美明，町m博　（2）総合需用望（

1鷹。香山＿，，＿＿た　≧羅

臣，竹内蒋搾，m口玲，水口米雄，飯田一郎，小林三郎　　一二1…一一一一…一一…一一1…　　『［ひ一｝一｛一一…M．『一”…』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　増　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　備　考　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　減

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」°　　　　　2．事　務　所　鍛
糠第8・10端案にも蹴して・1加ヨ：岬より役聞1　　（1）給　料

　成は学内をひかえめにし，学外を増したプァが，地方支会　　②傭　人　料

　の育成強化に有効であり，また学内：1｝：情からみても5鯛1　　（3）旅　　　　費

　しいという勇：妄i「！があり・今回IJ：，その線に沼・、て行なわ　　　（4）役員交際費

　ゴhノソこo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）餐ヨi　　　　　　　　Jヅ・

　　さら碇れにμ巡し誰校在糎と千1瞭との［髄｛‘，　剛　品毅

ついて，…瓢m捌1・，され，擁卿慌燗として　酬耗胴　

獅・会に＿侃た。　　　　　　　　（8劇糠金費
　　会戯会費堀額の件に対しては「企般に，昨勾…増額した　　（9）通信運搬費

ば杣なので今匝個1あわせ泣がよいという鴛脱が多　〔聯　　費

　く書寸議の結果否決された。　　　　　　　　　　　　3．事　業　　費

　　」ソ上で議事討謙を終り，懇談として爾糸教菅のC婦1‘に　　α）会報発行費

　ついて・肉由な意見がかわされた。　　　　　　　　　　　　　　］）緬　集　費

，・㌔，～〔、幽．，’，．｛＾。，，烏、＾〆輪く．，哨．〔．〔．．4ん．μ玩＾．｛’　　2）印　刷　費

昭琴・42鞭細法人紬鎌入歳出決算書i縢用i；

　　歳入決瓢　　　 金1，450，350FI　　（2）ll｛版費

歳杜1決獺　　　金1，・・7，937円　　（・㊧》蟹

ジ壱引筒昭和43年度繰越金金　42，413円　　　（4）調査費
　　nl印143年11月23日　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）慶　　弔　　費

　　　　社団法人午曲会理事長　小　林　運　美　　　4．基本財産施設垂疑

（1ψ情　　品　　費

＿＿＿＿＿．旦．＿＿＿＿込＿＿＿＿一　（2）管理毅
項　　　　目

1．前年度繰越金

2．会　　　　費

3．入　　会　　金

4．基：水財産利子・

5．楓氾1施設使用料

6．広　　告　　料

7．雑収入
　（1）普通預金利子

　（2）名簿売上代

　③雑　　　　入

8．寄　　伺　　金

　合　　　　計

本年度　本ゴじ度
萱璽c題．．決算麺、

60，000

L肋51000

200，000

1工4，300

20，000

35，000

10，200

5，200

1，000

4，000

1，0（’O

11485，500

104，784

918，443

204，ω0

121，182

11，900

66，500

18，541

4，741

1，150

12，650

5，000

1，450，350

増

44，784

4，000

6，882

31，500

8，341

　150

8，650

減

126155？

8，100

459

」甦（、）光熱水費

｛；言§2　　　（4）公租公課

204名　　5．基本財産造成費

譲纏㌔鍋臓椎

本年度
．翌鋼、

169，500

94，00（’

20，5（工0

28，000

27，000

336，100

1851000

10，000

64，000

10，000

　　10〔｝

　2，000

18，000

15，000

20，〔［OO

12，000

515，900

430，200

　3，200

250，000

163，000

14，0〔｝0

　　］00

50，000

　100
35，500

36，000

5．000

14，000

1LOOO

6，000

200，000

，　　話　　　　　　＾　i208，000

鋼
1ζ：㍑

；榴

，i㌫

18G：2；

6翻

1，200

10，901

12，640

］2β85

11，875

506，735

421，495

　3，180

249，000

162，025

　7，290

50，000

35，240

25，650

1，450

8，270

10，210

5，720

豊霞88名乳‡備、費　il‖1㍑、3，

204，000

168，410

18620

4，000

1，509

　820

　350
　コ10

　229
19，569

　360

　550

1，060

　100

　800

7，099

2，360

7，1］5

　125

9，165

8，705

　20
1，000

　975

6，710

　100

　100

　260
10β50

3，550

5，730

790

280

39，590

1，380

77，563

48名

31名

；ll・記給料

アテナ機
修理

振替用紙
外

切午，電
話電報料

新λ会n
懇談会費

Nα165
～N）．168

判筒

4，000

35，150

楓荘

委託管理
費

水料道，

電気料

固定資熊
税

新人会負
　204名
22支会

昭和42年度基本財産状況

基　本　財産

鰍構圃定資産・…4・…円

佐藤不U＿　　フド　刑」産　1，114，600

撒勲土地563，55・
　　　　建　　　　物　　　551，050

基本財麗保管状況

長i野県北佐久郡御代田町大字草越
字向原119の35

663坪　（n召ネロ374手12戊ヨ4｝ヨ登言己済）

フ1ミ造平家建瓦…賛…　12．5坪



図鵡．171　千曲会報　昭和4碑1月1廿
　　　　　　　　　，［1：イ言貿」、1蕎6f｝〔券客ド1ψ1　（98フ了「］、D　　　　　　　　（］．）会ll乏ヲ達…f：↑翌‖

基本金1・589・381　　　　　860・280　1）編錐1｛1（
合計2・703・981　　　　　　　　2）印刷4・～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）送　　　料

流動難、，589，38、三蓼灘8纂難721；lll円・・寸1・業望X

昭和43年度社団法人千曲会歳入歳出決算書　　　4）需m費

　　　　　（定款変班のため43．イ．1＾ノ43．9．30までのlllD　　②出　　版　　費

灘‖：ll　　㌶：器；　…黍緊纏
差引残高（次轍繰齢）4・・…15・円、　ω藷ぷ・糊藷

　　　昭和燃脚．♪　、、　（，）研究補助費
　　　　　棚鰍酬馴1雨小林迎奨　剛♂ξ四

歳入　（7）表彰費　項　　　　日

1．前年度繰越金

2．会　　　　費

3、入　　会　　金

4．基木財産利子

礎本貝習渉蝋

6．広　　告　　料

7．雑　　収　　入

　（1）普通預金利」・

　（2）名簿売上代

　③雑　　　　入
8．寄　　　　｛寸　　　 金

　合　　　言1’

本年度
予算額

88，000

550，500

200，000

29，｛〕00

20，000

3f），000

　5，600

　2，600

　1，000

　2，000

　1，000

874，100

本1渡
決算額

42，413

610，45｛｝

200，］OS

36，667

17，S12

2，000

1∫，469

2，419

　2〔｝0

8，850

920，919

増

59，950

　108

7，667

5，860

6，S50

46，819

減

45，587

2，188

28，〔｝nn

］81

800

］，000

287，100

211，9「）0

　2，000

117，000

82レ000

10，900

　　100

50，000

備考　　（8膿　弔　費
一一 @←’1　4．：111沐肋1’施設費

lll炎　（酬品w

謂さ託（・・管・・四

繍働　（8）光熱フ1く費
楓荘15件

1°6人（舩租公部

　　　　5．藻本肋括造成ψ（

　　　　6．会費納入交付金

　　　　7．予　　備　　費

蒜スト合　計

］0，000

5，000

3，000

　100
7，000

38，000

5，｛｜00

14，‘〔｝（10

220，254

145，674

　1，820

82，500

49，054

12，300

6，α〕0

13，000

200，000

12〔｝，200

10，000

874，100

50，000

9，950

5，00n

3，13f｝

6，500

30，514

5，1．9〔】

8，4嗣

1，400

1no

190

66，846

66，226

　180元愛辻↓会！【0

34，500N瓦16g号

6，200　2｛｝0

32，94G

10，66（1

200，108　　］oS

86，760

716，760

1｛1〔｝

50

　100
　50（「｝

7，486

5，536

2，340

卜㍉o〔｝〔｝枚

43年度

悩陥簿
補助

識演捻甜
助

振興㌘、補

助

初欧桧

33，440

10，000

157，3411

楓荘茄”置
9日1

パランタ’
詐”ぷ

（多∫こイ4三：1：）

管川人

宿灯料，
ノ｝描

閲，1三流灘

税

新入：＾員

例捺川支
否外

昭和43年度基本財産状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　基　本　財　産
歳　　　　　　出　　　　　　　　　　　　　＿＿　　＿、

　項　　　　日

1．会　　議　　費

　（1）代議員旅費

　（2）総会需用致

　（3）役員旅費

　（4）役員会需用費

2．事　務　所　費

　ω給　　　　料

　（2）傭人判

　（3）旅　　　費

　（4）‘鐸〔．ε1交F祭費

　㈲賞　　　与
　（6）備　　品　　費

　（7）消　ほ　品　費

　（8陰費集金費

　佃通信運搬賀

　⑩雑　　　費

本年麿
予算頒

本年度
決獺｝i 増　　減

39，200　38，220

　100
　　100

30，000　29，940

　9，000　　8，280

179，600141，094

120，000100，000

　4，000　　3，640

30，000　14，800

　4，000　　3，581

　　100

　1，000　　79｛｝

　5，000　　5，593

　4，500　　4，082

］0，000　7，608

　］，000　1，（［0（1

593

　980

　100

　100
　　60

　720
38・506

20，000

　370

15．200

　419

　100
21⑪

　418

2β92

㌃考二圃定資産1・114・60〔｝「『

　…”　 @　一　　フド　卿J　」『i　1，］14，600

　　　　：｝ニ　　　　工也　　　563，550

　　　　互じ　　　1勿　　551，050

2ひ　綱」醐1，789，48｛）

　　　　♪｛ミフド　金　1，789，489

「1｝言己給平1卜　　　合　　言1’2，904，089

塞ホ貝オ茂保管状｝5己

長野県北佐久郡御代m田∫ソご七草越
宇岡原1ユ9の35

663∫平　（曜亮不ll37∫ド12∫］4　n燈n己『宵）

木逝平鍮難瓦葺　12．51：耳…

三三裂…f言ξ毛垂i艮τ］ジ《伺f言←τ　780，00f）PI

三裂i信託銀行金銭信託　8，464
混f訓請雅‘券額何（113万）
　　　　　　　　1，〔｝nLf）2日

‘1イプザ……i；和僻度特別鞠資金葺．・一｝

5支会　　　収入　276，101円　丈出　51，010円　張紺　22戊、341円

　　　　　　　　　昭和43年度部分林管理費報告

嘔椚収入1°7・161fq支1‥・73°「「1残ii7i　1°2・431∫「1

印外　　　　　 母校火災復資金報告
、　　　　IIR入4，166，612円　支山494，363円　残高3，G72，2491｜1

漂㌦母校綱・6卿1㈱奏畳　・・1嬬「：｛

儲話料厚生部活鞠i㍑円櫟議嬰鮒；i｛鵠出
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，｝～ハハ“’▽’」（・～～～【〉「・・～～～（⌒’～～～～’〉・・ハハ⌒ハへ，～～～・∨・∨・。｛ハハ占
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オ
も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　オ

～　　　　　　　一母校火災復興蟄金の処分についてこ諒承お願い一　　　　　　　　）
、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ

ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

）1酬37個♪1酬姻瀬官の鰍のさい・》蜘踏の　まし7・．齢の残織1，509，744rq｝ま桧融部綱」1

～酬の1ド騨い・と獺・・飢鍋・蝦酬齢輸…灘し・そ・・綱・よ。て鍋1洲蹴謝づ
（の験齢願いはしたところ・5・7名の会員から母校　中謳1酬卿就鵬のli后正鵬・あて舗の酬馳を）

｛愛酬鰻頂きました・しかし・・ヒ戚繍によ・て　幅こと｝・肋ました．ご制いただい鹸員にはこ1
｛既・蝕轍のこ存・の・・蹴廠近代的6母澱・了承を岨・き礼状・蹴て結蹴、識・・、すの淋l

l瓢蹴室の側酬1』熟した・そこでこ酬金酬・ぽあり言け力洲躰鑓会に油て酬斜・網日載く
｝脚発頂に粘する施認・剤するか否端識σ）烈　してこ纐を得ることに削胤たのでイ膵ご！［糠ご（
ぼ　　　　　　　　　　　づ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

～2～3喘経肌細・・ゾ・・牡蝉繍内蝋1齢　蹴下さい・1三骨う・剛いいたし蹴。　　）

～県殊に綱喘路↓洞陶にはどろんこの状態で紗　　　　　　　　　　　　）
1・　勅で・こ蜥眺イ・1　に籾‖金・・2分の・に，こα・1　｜　　　　1脚14脚2∫j231〕　　　）
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

〈の利子を加えた金1，｛）77，725円を寄付’〕同～5ことになり　　　　　　　社団法人千曲会理窺長　小　林　運　美　　～
ぷ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

九ハ・ハノ～へ｛・ハ・へ・へ｛・ハ．’・〉・｝ヘハ．ハ．へ，門．ハ．ハノ・｝‥．，一、．｛。．、｝ハ“～｛．，．、㎡ペハ．ハ．ハ｝【、ハ．ハ．ヘユ

　　　　　昭綱年麟入歳出予算額　　　　　肌↓［1崎鰍・竹m3x・小1脹鵬・1・騰瞳雄

繍i㌍・・・…円・笠榊額・・・・・…1・・　‡蕪竺三還瓢木：1尺窺繍巖

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宰男，松ほ卓見レ山浦和男，西沢］E－一，古平福

　　　上田繊維科学振興会42年度歳入歳出決算書　　　　　　　　　紀，大谷隼人，石川　博，林　貞男，和凹　晋

　歳入　337，7701［1歳lll　234，556円　残商　103，214円　　　　　　平川治一・竹μ嚇部・押1金健弔・茅！∬f沽三郎・

　　　上・撒撒会臓歳・歳購僻　　㌫慧蕊’中沢璽儲姉’伝
歳入3〔｝2・0卿1歳lll　302・000ド1獅け仁し　　、1ヒ信中沢．，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　安　筑　永井千治，河野太郎，水沢久成

　’……－一．一一…』……“…『｝一’　＾’」一・「．一・一一一』一…一・一　　竜　川　野口新太郎

　　　　　第29回千曲会出席者名簿　　　　　愛知西沢当柴田凱永ml欲・林ll肱杏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］卦久雄
　　　　　　　　　　　　　　　θ　聯不同敬称略）　　千i）8船後動平

茨　城　前沢康雄　　　　　　　　　　　　　　　　　lll陽　江野村一雄

三　丹菊地六郎　　　　　　　　　　　　　　　　　描井　西原美捻

近　畿　林利金・石坂虎治郎　　　　　　　　　　　　宮　城　山本友之丞

石　川　山口　徹　　　　　　　　　　　　　　　　　　福　島　安181；和

高知渡辺真燈　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　螢助会員＝白樫　侃（学音限）会日臓i作

熊　本　宮下久吉

班　埴　鷹野貞雄・湯原　諒，宮城　博，伊藤嘉三郎

京　滋　宮沢　岬

諏　訪　小松忠幸

岐　1詰　山「「1斧市

宇申奈川　内藤則雄

北佐久　大山　融，土屍茂一郎

東　京　小林運美・久保田良重，斉藤義臣，荒木　喬

群　馬　馬場忠貞，浜井寿夫

兵　庫　岩本賢次

上　小　北条箭正，青沼　1交，関　博夫，田Fl亮平，白

　　　井江ヲお井沢宮三三，蒲生俊興31刊11奇　寿，島田

　　　潤一一，香山清和，小」木俊一・，間中一行，白i井美

‖寺言午・実用茉斤案・意匠・商標

　　出願・訴訟・鑑定

浜特許事務所
東京都港区新橋1の15の4

堤第一ピル4階頁ミ：芽ミ4（591）0764‘0765

弁理士　浜　　　香　　三
弁護士　中　　猪　之　助
千曲会員　福　島　鋼治郎
千曲会員　長　　谷　　　実
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又は安く話をつけてくれる。筆者も遠

慮なくご馳走になったことは申すまで

もない。みなさんも是非一度おためし

　　　　監事　会　開催　　　　長崎鼻パーキングガーデンを紹介あれ……この度鹿児島に旅して，桜島

　11月15日監事会を開催した。山ll奇寿　　鹿児島といえば桜島と指宿温泉を知　の迫力，西郷ドンの偉大さ，土地の人

坂口育三・町田博の各監市および田口　らない人はいないが・ここにやってき　達の素朴な人情，おはら節，いも焼酎

副理事長・小林碕一理事・ゴニ屋理事・　た旅行客や新婚カップルがどうしても　加えて先輩の温情等々……いろいろな

事務局から白井理事出席して昭和42年　足を仲すところに長崎鼻と閉間岳（薩　ものにふれて，鹿児島は生涯忘れられ

度歳入歳出決算定款変亘による昭和43摩富士）がある。太平洋の直波を受けない旅路の一夏となった。もっといい

年4月から9月末日の決算および基本止めている文字通り木土最南端の鼻ツことがあったんじゃあないかって……

財産管理状況，母校火災復興資金，菅　先である・いくところまでいきたいの　ええそれは内緒　　　　　（田中茂光）

平部分林管理費，会員名簿発行費，利が人情（叉は本能）・まことに地の利
用部眺費。ついて監査。午御寺，。・・うしく，その一角・飾パーキ・グ　我が父を語る

分無事終了した。　　　　ガーデンがある・入場料100円也（同　　　　戸倉八峰
　　　　　　　　　　　　　　　　　窓はタダ）を支払って園内に入れば丘　　明治百年記念農林漁業先覚者顕彰に

　　　　総会準備役員会開催　　　　　あり・池あり・島あり・砂丘あり。芝亡父惣兵衛は全国先覚者137人の内に

　第29回定期総会事務分担等準備のた　生を踏んで歩めば椰子の木・フエニツ　選ばれた。八1峰は被顕彰者の遺族代表

め学内役員会を開いた。当日出席者は　クス・サボテン・バナナ・ソテツなど　として11月23日日比谷公会堂で行われ

田口副理事長，関，小林，小山，坂口　とてつもない大木がすくすくと1申び椰　た式典に参列の光栄に浴した。手前味

松尾，山口，松沢の各役員であった。　子の葉で葺いた家々（売店）が点在し　噌にならない様に父を語ることにした

　　　　　　　　　　　　　　　　　小さな島々には熱帯産の動物が放し飼　　我が父は明治元年12月30日静岡県遠

　　　　　　　　　　　　　　　　　いにされている。手なが，尾ながざる吉十郎は若くして病死。後添えの養父

　　　　千曲会費完納者　　　　ペリカン・フラミンゴ・インコ・カン惣四郎に仕え代々地主庄屋を務めた宏

　会費通算40回完納した会員は次のと　ムリ鶴・野猪・ライオン？……等々そ系であった。

おりです（11月～12月15日の問）。　　の他数十種の珍動・植物が集められて　　父惣兵衛は明治16年9月より東京遊

　多年木会向上発展のためご協力いたいて夢のような南国情緒に誘われる。　学進文学舎にて英漢数を学び明治17年

だいたことを感謝します。　　　　　　そしてここの園長さんが大先輩の中山　東京府共立学校に転じ英学を専攻した

　なお完納者は内規により⊥ソ後会費免吉二さん（蚕12，小泉，川口両先生ら　この時家郷の祖父惣四郎の不慮の不始

除となります。　　　　　　　　　と同期）であることを皆さんに報告し末のため帰郷をよぎなくされた。祖父

　松野　正一一　蚕1（T3）　神奈Jllたいわけである。若い頃はものすごく　惣四郎は明治20年頃東海道線国鉄工事

　原田　種亀　蚕9（TU）　福　島熱血漢だったそうだが，現在は実に流が始まり石野袋井駅長迄の約4キロの

　山崎　寿蚕］4（S2）上小厚な人格者，電話で連絡して訪ねると土工事を請負いした。柄にもない山気

　三輪　貞徳蚕13（T15）　Il1†岡実に温顔，友の遠くより来る，の心持で大欠損を出し田畑全部を売り穴埋に

　伊藤　幸雄蚕22（S10）　近　畠髭ちで上田の卒業生ならどんな知らない当てた。約20町歩を1丁75円で処分し

　角替赴夫　糸15（S3）　福　島方でも迎えて下さる。ついでに中ILIさた。父惣兵衛は年貢米1粒も入らぬの

宮坂美寿雄　糸16（S4）　、1取　訪んは指宿温泉街に住居をもたれ，市民で一家の生計も立たず遂に石野の庄家

関　　幸作　糸18（S6）　諏　訪　から先生先生で通っている大ボスであ戸倉家もここに没落の悲運に陥った。

伊藤　常松　化4（S20）　北佐久　る。宿をとる場合は一流ホテルにタダ帰郷した父は養父と菩提山に御料地4
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丁歩を拝借して開墾畑作りに血のニジ　として真剣に取り組んだ。然るに父は

ム苦労をし精魂を尽くさざるを得ない八峰に曰く発祥地から袋井駅へ進出の

境地に追い込まれた。整地畑作りし2　ための工事費負債を聞かされた。中野

・3年・桑苗を植え遠州地方には珍ら蚕業試験場時代の助手給から逆算する　　　　愛知支会総会の記

しい養蚕をやる事にした。　　　　　と年賦払で百年以上もかかる数字でナ　　11月の第2日曜とほぼ決められてい

　信州上田の塩尻蚕種家藤本から在来　ッタマゲル経済的苦悩，されど奮闘努　る愛知支会総会は本年度も・丁度それ

種を取りよせ蚕を飼い蚕業百年を我が　力新品種1代雑種F1などの近代化蚕　に当る絶好の秋日和の10日・午後1時

家の家業と決意した時恰も明治23年同　種の実質向上販売面の努力で2・3年　より・母校から小林・沢路・両先生を

会開院に因んで河井重蔵代議士が父の　で返済の見通しがつき，努力精進の偉お迎えして・名古屋市内の料亭・大森

養蚕所を国開園と名付親になっていた　力に我ながら驚いた。それから12年間　に於いて開催された。

だいた。その後蚕卯紙製造，更に蚕種　事業好調，設備の増設拡大全国に販売　　小山田支会長の酒脱な挨拶・稲垣氏

業にまで直進した。明治25年には伝習網を伸ばした。昭和4年父は袋井町長の苦しい予算の中でのやりくりの会計

生を募集し初年は27人明治29年まで70にそれから三選された。　　　　　　報告に引続き・前支会長沓掛氏から8

人の卒業生を出した。　　　　　　　　我が開国園の栄誉は昭和5年5月天月・母1交で開かれた「蚕糸教育改善に

　　　　　　鰯　　　　皇陛下ご巡幸の折本多侍従のこ差遣のついての蕊会拙願が劫・その
　　　　　紺　　　　　　　　　　　栄に浴し，昭和9年11月新宿御苑観菊広い見識と・将来への洞察深い母校愛

　　　　　　　　　　　　　　　　　会にご招待され両陛下にお目通りの光から来る大先輩としての御意見は出席

　　　劣、　、　　　遮　　　　　　栄に輝いた。戸倉国開園長は昭和12年の若い会員に深い感銘を与えた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　3月胃がんにて他界した。八峰はここ　　小林先生からは学内学部内の近況の

　　　・　　　　　　　　　　　　　で襲名と共に国開園長となり事業を承御報告があり沢路先生からは・特別に

　　　　　　　　　　　　　　　　　継した。この年の9月，遺族として父　「絹鳴りの測定に関する研究」の御発

　　　亡老父妻胸像（昭和12年製作）　が生前養蚕業の改良発達に努め特に経表があり・例年にない催おしで・繊維

　明治40年春父は交通便利な袋井駅前済的飼育法にっき試練研究すること多　を学び・主として繊維産業に従事しな

に約1000坪の宅地を求め居宅蚕室蚕種年万難を排して条育法を全国に普及し　がら・ともすると現業に追われて・理

保護倉庫その他を建てたので，蚕種をたこと等220余字の表彰状と銀杯1箇論的な解明を怠り勝ちな我々にとって

日本各地に送るのに便利となった。加を賞勲局より賜わった。　　　　　　非常に有益かつ励ましとなるお話であ

蚕糸試験場に出頭して生理部長外山亀惣兵衛は晴やかに顕彰状，農林漁業顕　　引続いて宴会に移り賑やかな談笑の

太郎博士に懇請して特別採用許可を得’ ｲ業績目録書並びに三ツ組赤色木杯と　内にも懇親を主とする支会のあり方の

た。新品種創製などメンデルの法則を　を授与されたのである。　　　　　　　提案（新海，鈴木氏），会費徴収の苦

蚕に応用する研究をした。ここに3ケ　　最後に人間戸倉惣兵衛のバックボー心談（倉島氏），会員の動勢把握，連

年在勤，蚕種製造の新技術として多大　ンになったものは少年時東京遊学前に　絡の徹底の御意見（横井氏）等があり

の利益を得た。八峰24才帰家。これか二宮尊徳門下の四天王の1人岡田良一いずれも千曲会，母校を思う真情の発

らが実業だ，開国園の看板男として上郎代議士開設の私塾翼北舎で学び，た露であり，全く有難く，支会としても

田蚕専卒業，蚕糸試験場の実地研究にたきこまれた報徳精神による実学教育今後の運営に充分に反映したいと考え

習得した近代技術を活用すべく副園長の賜であったことを附記する。　　　　ている。
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　余りの賑やかさに，さすが軽妙な名一ルを充分過ご山18間のホ盗つのが早い　　と云うカ・

司会振りを軍，って会をリードされるm　ぐらい・火塚亜蔵（糸8回）大うtl派の　3・来則役［］改選の事・及び来期の総

村氏も仲ちきっかけをっカ・めず，よ・噺で母貼兵1較会の発1鰺祈った’さ棚地宕：当胞）測胸ノ澗とする・

うやくにして，小山m支会長以下の役万才に一応閉変したもののい！／㌣会場よ符々でrきい秋‖1（iオ1の良いヲ気で盛ノミに

員を万場一致留任と決め木部総会lll席　りなかなか去り雑く逐次解llk。オ1三は且っイ憶、脳二支会総会i開催すilピlhlが

の代識員を選出し，寄田：をして散会し戊塚・若林・千葉迷人氏等大先1iから出来卍した・

た。時は短い秋の日は既に没して6時加古川や伊丹の永津憲jE，爾部娩・』｝き　　　　　　　　（昭秘lll年11月20日）

近く，名残り尽きない幾多の組が赤い　田浩次，田辺洋一君など最近卒某され　　　　南佐久寅会総会記

灯青い灯の弘liに，更に旧交をll秘るべた加にも参集頂き・網靱名｛澱愛悌IIα体支舗絵はパ川1（川側

く散っていった。　　　　　　　　　にあふれた総会であったo　　　　　さん（‖町i‖ノjフ『r∬il亡！｜！fi八！δ’…ヒ∫↓｜；∫ξ）の溺1］転

　当日，出席の方々は下記の通りであ　　　千曲会福島支会総会開催　　　　の遊別癒兼ねて，イ㍑久市野沢町lrlll黙花

るが，会員数に比べて少ないのは，古　　秋も深まった11月16rl（1）17n1月において川催され泳二。

ことに残念であり，次回には是1卜共多　沈｜飯坂温泉の最も奥のはずれに1句る，　　’1刻必若20数人び：）〈員が集り，；獅hl

数の御け爪をお願いしたいものと思っ　ホテル人鳥で聞催致しました・畑の叩に入り，経；ll引］1告，冷計搬告な，どが行

ている。　　　　個沢三搭己）にポツンと処てε・れプ護だジ卿類い1・れ，最後に将1ほ｛川席させ℃頂い

小山田　峻，沓掛　久雄，田村　雑隆　ないなんとなく簡素な感じのホテルで　た関より，千曲恋た｝㌧びに母｝在の：li写；！況

告，会計報告等の議事がとどこうりな　ある。すでに落調に入った輿紅なもみれ，その発展孝辰りに驚いた次1仕Cす。

く行なわれ，本部より遠路はるばる］卸　じに覆われた山々が折り］Eって見える　　また先部｝jl∫鳥先虫のご案内’ζフ，漁態

出席頂いた山仁淀次良r先生の木部およ仲々よい［り磁である。木部より剛・一組合に細満名産1ノ玖鯉の出肺渕～1

び母校の近況等のお話しを詳細にお聞　行先生が御多忙【｝1にも不拘，且つ御遠並木・‖lf沢案などの∫日敷を口．物するこ

きした。次いで若林i新一郎（糸10回）　路御川席下されて本部の御1意見並に学　とができたことは，私にと叶てじt意外

先躍の乾杯で宴会に入り，仕事の話し部の問展｛点等のお話をうけ賜わる事がの収穫であった。　　　　　（関記）

学生時代の想い出，上田の地，寮のこ　出来ました。会馴1傭者は17名で当支　　　　安筑支会開催

と，またノ1’すみでは若い独身者に嫁探会口数からは多い％とはいえないが，　　今年も残り少なくな・・た12月8日松

しの話しに夢中な先躍，結婚挙式の発　あいにく己むを不得用件の方及び県而」ミ市外浅問温泉¢）湯イ燦旅館にお1．・て

表，飲むほどに酔う程に話しはつきず積が大きい為往復時間的関係者もあっ　開催された。

広き会場も和気満々・灘の生一本・ビてみれば，まあまあの日備弓班ったと　木会から相］：1寛理腹坂r晴、’監｝、：
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耀で大鍋・光景…た・・認竃㍍㌔欄良：三㌶1慧㌶㌶

1銭議築違泡i騨㌶遼糠1藷i灘舗き

難蕊驚璽1・；期驚蹴：：i三量㍑當；　灘

霊≧㌶驚三こ佐：：：穫離≧：：纏慧饗i㌶蕊1難

霞1’㌻竺職力；：：㌶難鷺㌶㌶《；驚蕊鷲：

慧鰹籠隠；灘翼鞭㌶1ξご1日驚籔欝

．支銀・耕千削組・）冨「1姪銅鱗を親しく見せていただ・屯次い礁・長帥、喧・，綱の滅

長1酬圃男（蚕29）M僻・献，細献酬臓・1亘D・刈，撤川i蜘留任を確認して懇

羅1欝1繋鷺1　太1鵬瓢㌶1織1繋濾ii
夕刻より懇舷に入㍑！・い6臨眠同窓の’L・つくぷ縦齢c汕児ヨ三・順洲・剛醐の御納を

秒人と Pもごも働ふける゜）蜘・すまたi椥il四瀬その酬継・・発…し糺た・嚇1、1も少なく充酬

徽し耐灘綬会総とズ・・た・展醐りな・嚇∫訓・た・　満lr洞・だ瞭か．。・、、ば、繊舗

　　　　　　　　　　　　仙浦記）　　　　　（竹1瑚1・己）ります。　　　　（減）

一緋ぷ《鞭撚1：：翼6；㌶・
瀬楽しい会が1鵬・た・・蹴・靭　 識・診　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三ら　　　こと疏・て，始めて了、プ、服訪聡、
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日精の射出成形機は

あらゆる産業で活躍しています

11
川　鮫　　　　　　i
1i　　　　　皆様の冨竜店　1

工学審協会特約店

株式会祀西沢書店
上田原町丁工し②0024

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　l
．　　　　　　　　1

　　　　編集後記　　㌶㌫ζ蕊欝㌶1二lll蕊1隠1：
　あけましておめでとうござい宗す。　　　　　　　　　　広告取材も同1〕i∫です。こんどは新編集長のもと、一一騎日

　本年もよろしくお願いいたします。　　　　　　　　「　干のつわものが控えておりますので，その心配“ないと

小山は本号をかぎり編集委員の席をおり，バトンを竹　　思いますけれど，編集子に文をかかせ，頁を埋めさ礼る

田寛先生に引継ぐことになりました。2年の問ご愛情を　　ようだとすれは，それは会U皆さんにも↓’i任があるとぼ、

うけましたことを深詞します。途中，健康を轡しご迷惑　　　：ま思います。どうぞ皆さんの乎で欝ててください。ここ

をおかけしました。おわびします。　　　　　　　　　　　にご厚情にたいし心から㈱礼を述べ，ごあいさつといil

　会報はたしかに現状では会の命脈です。同窓のきずな　　す。　　　　　　　　　　、　　　　　（小山長烈）

です。心に誓いつつ編集をしてきたものの，果して所期　　　編集委、員　小山　長雄，篠原　　昭，小林　　1㍑
わ

の周的をはたしえたか，疑倶の念を才包かずにはおられま　　　　　　　滝沢淫ダミ，小宝篶填次，」卜林　潔

せん。｝琴んとうは編集子の私が「鈍刀舌L麻」というよう　　　　　　　　’中沢　　賢，西沢　正…・，白井　三叉：純


